湘南市構想どうなる？市民集会・開会挨拶大貫紀生氏（２００３．１．２６）

　大貫でございます。皆様には、日曜日の夜と言うPrime　Timeにお集まりいただきまして厚くお礼申し上げます。私からは、二つのことを申し上げて、開会の挨拶とさせていただきます。一つは、この会の発足の経緯、二つ目は会の名称を、何故「反対する会」にしたかであります。

１、発足の経緯。発足時のメンバーの何人かは、過去２年、市民の立場で、ダイオキシン汚染から市民を守る条例を作ろうと活動してきました。その過程でぶっかったのが、３市３町合併の湘南市構想でした。もし、これが実現したら、環境問題の取り組みも全く変わってくるからです。そこで湘南市問題を調べはじめますと、行政からは、「知的創造都市」とか「人と自然が奏でる交響都市」とか、抽象的で内容の無い言葉と共に、肯定的見解が度々発声されましたが、実際は殆ど具体的検討がなされていないことが分かりました。本来、1番情報が与えられてしかるべき、市会議員の方々にもお聴きしましたが、情報不足でよく分からないというご返事が多く、まさに「主権者である市民を無視した合併構想」だという感じを強く持ちました。

　そして、もし、このまま湘南市が実現したら「住民にとって大変なことになるぞ」ということで、この会を立ち上げた次第です。

２、次に会の名称を何故「反対する会」にしたかということですが、「考える会」とすべきではないかとという意見もありました。しかし、３市３町のトップで構成される「湘南市研究会」が「先ず合併ありき」ということで、市民に対し、十分な情報の提供もせず、住民不在のまま、事が進められている現状を見まして、今ごろのんびりと「考える会」では、行政ペースで、湘南市がすぐ出来てしまうという危機感を持ったからです。

　このことは、茅ヶ崎市長が、昨年１２月２８日付けのHｏｍｅ　Ｐａｇｅで「湘南市研究会は合併を前提とした行政主導の研究会である」と言い切っていることでも分かります。

従いまして、このような状況の下では、「湘南市構想に反対している人もいるんだぞ」という旗を先ず掲げて、より多くの市民の方々の関心を喚起し、この運動への参加を御願いし、「住民主導型」の湘南市問題とすることが必要と考えた次第です。

３、最後に、私たちは、本日の会におきまして、湘南市構想に反対という方々以外のご意見を忌避するつもりは全くありません。「俺は賛成なんだ」とか「3市３町は反対だけど､川のこちら側なら」とか「如何なる合併も反対」という方もおられるかと存じます。

　私たちは、いろいろなご意見を十分に理解し、咀嚼した上でなければ、真の力強い運動になりえないと考えておりますので、自由活発なご意見をお聞かせいただきたいと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

